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マニュアル一覧 
  ■ホームズ君「構造 EX」には下記の７種類の操作マニュアルがあります。 

  ■操作マニュアルはすべて「動画マニュアル」ページで確認できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

名前と表紙 内容 

①簡単マニュアル 

②操作マニュアル 
（基本編） 

④操作マニュアル 
（屋根入力） 

現在ご覧いただいているマニュアルです。 
ホームズ君「構造 EX 」の主な機能、及び操作方法 
を解説します。 
より詳細な操作方法については 
「②操作マニュアル(基本編)」を参照ください。 

ホームズ君「構造 EX 」の主な機能、及び操作 
方法を「①簡単マニュアル」よりも詳細に 
解説します。 

屋根の入力方法を実例を通して解説します。 
本マニュアルでは 
■寄棟母屋下がりの屋根 
■入母屋の屋根 

を例としています。 

③操作マニュアル 
（伏図・ 
梁せい算定） 

伏図入力、及び梁せい算定機能の内容や操作方法 
を解説します。 

※ 伏図・梁せい算定はオプション機能（別売り） 
となります。 

⑥操作マニュアル 
（トラス） 

トラス機能の操作方法を解説します。 

※ トラスはオプション機能（別売り）となります。 

⑤操作マニュアル 
（許容応力度 

計算） 

許容応力度計算機能の操作方法を解説します。 

※ 許容応力度計算はオプション機能（別売り） 
となります。 

⑦操作マニュアル 
（ wallstat 連携） 

wallstat 連携の操作方法を解説します。 

※ wallstat は下記の URL からダウンロードできます。 
https://www.rish.kyoto-u.ac.jp/~nakagawa/ 

「動画マニュアル」ボタンをクリック 

動画マニュアルページ 
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適用範囲 
●構法：在来軸組木造住宅、金物工法住宅（金物工法は「伏図・梁せい算定オプション」が必要です。） 

●階数：３階建てまで 

・建築基準法（仕様規定）：2 階建てまで 

・住宅性能表示（仕様規定）：2階建てまで 

・許容応力度計算：３階建まで判定可能 

●建物規模：Ｘ＝１００ｍ Ｙ＝１００ｍ 

●モジュール幅：910mm（９０９mm、1000mm など任意に変更可能） 

 

●入力可能な構造、形状 

  ・斜め壁 

  ・間崩れ壁 

   ・ロフト（小屋裏収納） 

  ・オーバーハング 

  ・インナーバルコニー 

  ・段窓 

  ・パラペット 

  ・スキップフロア（『木造軸組構法住宅の許容応力度設計（2017年版）』p.279～p.281 の条件に該当する 

スキップフロア） 

   ・制震ダンパー 

   ・傾斜軸組 

   ・独立基礎 

 

  

適用対象外の建物 
以下の建物はホームズ君「構造 EX」では入力、計算を行うことができません。あらかじめご了承ください。 

・四方を壁で囲まれた中庭のある建物 

・平屋でスキップフロアのある建物 

・ペントハウス 

・大屋根（条件付で対応可能な場合有り） 

・傾斜地などで基礎梁が接する GL に段差がある場合（偏土圧を受ける基礎） 

・部分的に深基礎のある建物 

・ツインタワー等いずれかの階が 2棟に分かれている建物 

・地下室のある建物 

・エレベーター（水平荷重の検討） 
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概要 
 ホームズ君「構造 EX」は、建築基準法の確認申請時に必要となる耐震性能の検討、及び住宅性能表示 

制度の全 10項目に対応（※一部オプション）した等級判定を行うことができます。 

 

 

   

   ●2025 年基準 

■壁量計算  

      建築基準法施行令第 46条「構造耐力上必要な軸組み等」の第 4 項および昭和５６年建設省告 

第示１１００号第三 改正（令和6年国土交通省告示第447号第１条）に基づく壁量計算を行います。 

    ■壁の配置（四分割法/偏心率） 

昭和５６年建設省告示第１１００号第四 改正（令和 6 年国土交通省告示第 447 号第１条）に基づく 

四分割法、および偏心率計算により、壁の配置バランスの判定を行います。 

    ■柱頭柱脚接合部（N 値計算） 

      建築基準法施行令第４７条、平成１２年建設省告示第１４６０号第２号 改正（令和 6 年国土交通省 

告示第 447 号第４条）に対応した N 値計算を行い、接合部金物の判定を行います。 

    ■柱の小径 

      建築基準法施行令第４３条、平成１２年建設省告示第１３４９号第一 改正(令和 6年国土交通省告示 

第 447 号第３条)に対応したチェックを行います。 

 

   ●2000 年基準 

■壁量計算  

      建築基準法施行令第 46条「構造耐力上必要な軸組等」の第 4 項に基づく壁量計算を行います。 

    ■壁の配置（四分割法/偏心率） 

建築基準法施行令第 46条、建設省告示第 1352号「木造建築物の軸組の設置の基準を定める件」 

に基づく四分割法、および偏心率計算により、壁の配置バランスの判定を行います。 

    ■接合部（N 値計算） 

      建築基準法施行令第４７条、建設省告示第 1460 号「木造の継手及び仕口の構造方法を定める件」の 

      第１号における筋かい接合部の判定、及び第 2号に対応したN 値計算を行い、接合部金物の判定を 

      行います。 

    ■柱の小径 

      建築基準法施行令第４３条「柱の小径」に対応したチェックを行います。 

 

 

    ■シックハウス対策 

      建築基準法第 28 条の第 2 項「居室内における化学物質の発散に対する衛生上の措置」に対応した 

換気性能のチェックを行います。 

    ■伏図・梁せい算定（※１） 

      建築基準法施行令第 82条に定められた許容応力度計算に基づき、横架材断面の検定を行います。 

    ■許容応力度計算（※２） 

      『木造軸組工法住宅の許容応力度設計（２０１７年版）』に準拠した許容応力度計算を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

建築基準法 
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   ●2025 年基準 

■壁量計算  

      平成13年国土交通省告示第1347号第５ 1-1(3)ホ① 改正(令和6年国土交通省告示第1000号） 

に基づく壁量計算を行います。 

    ■壁の配置（四分割法/偏心率） 

昭和５６年建設省告示第１１００号第四 改正（令和 6 年国土交通省告示第 447 号第１条）に基づく 

四分割法、および偏心率計算により、壁の配置バランスの判定を行います。 

    ■接合部（N 値計算/筋かい接合部/通し柱と胴差の接合部/外周横架材接合部） 

      建築基準法施行令第４７条、平成１２年建設省告示第１４６０号第２号 改正（令和 6 年国土交通省 

告示第 447 号第４条）に対応した N 値計算、および平成 13年国土交通省告示第 1347号第５  

1-1(3)ホ④ 改正(令和 6年国土交通省告示第 1000 号)に基づき、接合部金物の判定を行います。 

 

●2000 年基準 

■壁量計算  

      平成 13年国土交通省告示第 1347号第５ 1-1(3)ホ①に基づく壁量計算を行います。 

    ■壁の配置（四分割法/偏心率） 

建築基準法施行令第 46条、建設省告示第 1352号「木造建築物の軸組の設置の基準を定める件」 

に基づく四分割法、および偏心率計算により、壁の配置バランスの判定を行います。 

    ■接合部（N 値計算/筋かい接合部） 

      建築基準法施行令第４７条、平成１２年建設省告示第１４６０号第２号に対応した N 値計算、および 

平成 13年国土交通省告示第 1347号第５ 1-1(3)ホ④に基づき、接合部金物の判定を行います。 

 

 

   ■床倍率 

     住宅性能表示制度で定められた床倍率の判定を行います。 

     水平構面の仕様から床倍率を計算し等級判定を行います。 

   ■基礎のチェック 

住宅性能表示制度、及び建築基準法施行令第３８条・建設省告示第 1347号に対応した基礎のチェック 

を行います。 

   ■横架材のチェック（※１） 

     建築基準法施行令第 82 条に定められた許容応力度計算に基づき、横架材断面の検定を行います。 

   ■温熱環境（省エネルギー性能判定）（※３） 

     外皮平均熱貫流率（UA 値）、冷房期の平均日射熱取得率（ηA 値）による省エネ基準（外皮性能）の 

     判定と等級判定を行います。 

   ■光・視環境 

     住宅性能表示制度で定められた光・視環境の等級判定を行います。 

   ■防犯 

     住宅性能表示制度で定められた防犯の等級判定を行います。 

 
※１）伏図・梁せい算定オプションで対応 ※２）許容応力度計算オプションで対応 ※３）「省エネ診断エキスパート」で対応 

  

住宅性能表示 
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システムの流れ（作業フローチャート） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

３－７ 許容応力度計算 
（オプション） 

 

１－１ 新規作成、ファイルを開く、保存 

１－２ 建物概要 

４．住宅性能表示制度 

４－１ 壁量計算 

４－３ 壁の配置（四分割法/偏心率） 

４－４ 床倍率 

４－５ 接合部 
・Ｎ値計算 
・筋かい接合部 
・通し柱接合部 
・外周横架材接合部 

構造の安定 

＜令 46 条 (R6 改正)＞ 

＜令 46 条 告 1100 号 (R6 改正)＞ 

省エネ性能判定 
（別売：省エネ診断エキスパート） 

光・視環境 

２－１  壁    ２－２ 部屋名称  ２－３ 開口部   ２－４ 開口属性  ２－５  建具仕様 
２－６  壁材種  ２－７ 壁材種   ２－８ 柱     ２－９ 等級ナビ  ２－１０ 屋根 
２－１１ バルコニー・小屋裏収納    ２－１２ 面積編集 ２－１３ 寸法線  ２－１４ ＣＡＤ平面図印刷 

１．メインメニュー 

２．ＣＡＤ入力 

３．建築基準法 

建物の階数 

１～３階建 
１～２階建 

同一計算 

３－１ 壁量計算(許容応力度計算は 2000 年基準のみ) 

同一計算 

伏図作成 

荷重、風圧力、地震力 

３－３ 壁の配置（四分割法/偏心率） 

４－６ 横架材、基礎のチェック 
（オプション） ＜令 4７条 告 1460 号＞ 

 ３－４ 柱頭柱脚金物算定 
 ・Ｎ値計算 

同一計算 

＜柱の小径（令 43 条）(R6 改正)＞ 

３－５ 柱の小径 

＜法 28 条の２＞ 許容応力度等計算 
・計算ルート１ 
・計算ルート２ 防犯 

シックハウス 

伏図・梁せい算定（オプション） 
火災、劣化、維持管理、空気環境、音環境、
高齢者 

３－７ 確認申請 

５．便利機能 

 

保存 

 

終了 
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起動ライセンスの選択 
ホームズ君「構造 EX」を起動すると、起動ライセンスの選択画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

①ネットワークキーで使用する場合の登録方法を表示します。 

②マイページを表示します。 

 （マイページでは、インストール用プログラムのダウンロード、ネットワークキーの管理、 

  安心フォーラム会員専用の動画視聴などが行えます。） 

③マイページのネットワーク管理画面を表示します。 

 （ネットワークキーを登録した PC の変更などが行えます。） 

④サポートセンターのメール問合せフォームを表示します。 

⑤ホームズ君製品の操作マニュアルやセミナー動画の Webページを表示します。 

⑥ホームズ君をネットワークキーで起動するための「シリアル番号」および「ネットワークキー用 

登録コード」を入力します。 

⑦ネットワークキーの登録が完了している場合、または USB キーを PC に挿入している場合、 

 そのライセンス情報（製品名やシリアル番号、オプション構成）が表示されます。 

 起動したいライセンスを選択して起動します。 

⑧「起動ライセンス選択」画面の更新を行います。 

 主に以下の場合にお使いください。 

  ・USB キーを挿入せずに起動してしまった場合 

  ・別の PC で使用中のネットワークキーを強制終了し、現在の PC で使用する場合 

⑨⑦で選択したライセンスでホームズ君を起動します。 

② ③ ④ ⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

① 
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１．メインメニュー 
 

１－１ 新規作成、ファイルを開く、保存 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１－２ 建物概要 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■新規に物件データを作成するには？ 
 【新規作成】ボタンをクリックします。 

   ※「１－２ 建物概要」の画面が 

自動的に開きます。 

 

■保存した物件データを読み込むには？ 
 【開く】ボタンをクリックします。 

   ※データフォルダ内のファイルが 

一覧表示されます。 

 

■データを保存するには？ 
 【保存】ボタンをクリックします。 

   ※保存先確認画面が表示されます。 

■建物概要を設定 
  ・建物の概要情報を入力します。 

  ・「建物名」必須入力です。⇒保存されるファイル名になります。 

  ・「モジュール幅」は、CAD 入力が行われると変更できなくなりますので、ご注意ください。 

  ・計算で用いる建築基準法の基準を「2000 年基準」または「2025 年基準」から選択します。 
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１－３ [２０２５年基準]必要壁量・柱の小径設定 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

■必要壁量、柱の小径の計算に必要な条件を設定 
 軒の出、最高高さ、屋根勾配、軒高さなどの建物の寸法、屋根や外壁の仕様、柱の小径や樹種を 

 それぞれ設定します。 
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２．ＣＡＤ入力 
 

２－１ 壁 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■入力方法 
・「壁 Box」は、２点入力です。 

 ※対角にクリックすると「矩形」が描けます。 

 ※水平（垂直）にクリックすると「直線」が 

  描けます。 

・「Line」は、２点入力です。 

 ※斜めの壁を描くことができます。 

・「削除」は、２点入力です。 

・「範囲削除」は BOX で囲んだ範囲の壁を 

 全て削除します。 

 

■ポイント 
・間取りを書くイメージで、部屋が壁で閉じられ

るように入力します。 

・開口がある部分も含めて、壁を入力します。 

・基礎の無い出窓は、省略してもかまいません。 

・壁は重ね書きをしても問題ありません。 

  ・1/2、1/3、1/4、1/6、1/8、1/10 のいずれかを選択します。 

   ※303mm の入力は「1/3」と設定すれば入力が可能です。 

    （910 モジュールの場合） 

■間崩れ壁の入力① グリッド分割の変更 

次ページに続く 

  １）「編集(E)」メニューの「補助線追加」を選択します。 

  ２）追加する補助線の基準となる点をクリックします。 

    （補助線追加ウィンドウが表示されます） 

  ３）追加する方向（縦、横、斜め）を選択します。 

  ４）基準点からの距離(mm)を入力します。 

  ５）「追加」ボタンをクリックします。 

   ※画面上に補助線（赤点線）が追加されます。 

   ※mm 単位の壁の入力が可能になります。 

■間崩れ壁の入力② 補助線の追加 
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  １）「編集(E)」メニューの「補助点追加」を選択します。 

  ２）追加する補助点の基準となる点をクリックします。 

    （補助点追加ウィンドウが表示されます） 

  ３）基準点からの距離(mm)を入力します。 

  ４）「追加」ボタンをクリックします。 

   ※画面上に補助点（赤点）が追加されます。 

   ※追加した点間に壁や開口を入力することができ、柱を追加する 

こともできます。 

 

■間崩れ壁の入力③ モジュール幅部分変更 

  １）「編集(E)」メニューの「モジュール幅部分変更」を選択します。 

  ２）幅を変更したいモジュール線間をクリックします。 

    指定したモジュール線間が薄紫色で表示され、 

モジュール幅変更ウィンドウが表示されます。 

  ３）幅を変更したい方向（横幅、縦幅）を選択します。 

  ４）モジュール幅(mm)を入力します。 

  ５）「変更」ボタンをクリックします。 

   ※モジュール幅が異なる部分は CAD 入力画面上で赤文字で 

幅の長さが表示されます。 

   ※モジュール幅は 100～3000(mm)で設定できます。 

■間崩れ壁の入力④ 補助点追加 
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２－２ 部屋名称 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２－３ 開口部 
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２－４ 開口高さ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■入力方法 
 ・２点入力です。 

 ・開口の位置を、壁の上に重ねて入力します。 

 ・ドアや窓を区別する必要はありません。 

 

■ポイント 
 ・階段の入り口や玄関框なども開口部として 

  入力します。 

 ・ポーチの壁が無い面にも開口部を入力します。 

■入力方法 
 ・１点入力です。 
 ・「部屋名称」を一覧から選択し、対象となる 

  部屋の内部をクリックします。 

 

■ポイント 
 ・「ポーチ」と「吹抜」の面積は、 

  ⇒住宅性能表示の壁量計算、床倍率の床面積 

   に加算されます。 

  ⇒建築基準法の床面積には加算されません。 

 ・「階段」と「吹抜」は「床倍率＝0」として 

  認識されます。 

■入力方法 

 ・１点入力です。 

 ・種類（大／中／小／戸／全開口／その他） 

  を選択し、対象となる開口部をクリックし 

  ます。 

 

■ポイント 

 ・初期値は「戸：1800/1800」です。 

 ・「開口高さ」と「取付高さ」は、任意に設定 

  変更が可能です。 

 ・設定変更は、「ファイル(Ｆ)」メニューまた  

  は「開口属性」ウィンドウの「開口属性設定」 

から行います。 
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２－５ 開口タイプ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■入力方法 

 ・２点入力です。 

   １点目・・・開口部を選択 

   ２点目・・・配置方向を指定 

 

 ・以下の種類の建具が入力できます。 

引き違い／片開ドア／両開ドア／ 

親子ドア／折戸（片）／折戸（両）／ 

その他／建具無し、片引き戸（インセット、 

アウトセット） 

 

 

■ポイント 

 ・設定した建具は平面図（間取り図）に 

描かれます。 

 ・各種計算結果には影響しません。 
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２－６ 建築基準法ナビ・品確法耐震等級ナビ    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

建築基準法および住宅性能表示において、目標と

する耐震性能に適合するように耐力壁を自動配置

します。 

 

■操作方法 

①「目標の耐震性能」の選択 

 ・適合させたい耐震性能を選択します。 

▼ 

②「壁配置バランス評価方法」の選択 

 ・壁の配置の評価方法を、偏心率、四分割法、

両方から選択します。 

 ▼ 

③「耐力壁、準耐力壁、垂れ壁・腰壁仕様」選択 

 ・外壁および内壁の下地材を選択します。 

 ▼ 

④「筋かいの仕様」の選択 

▼ 

⑤「柱の樹種、寸法」の選択 

・「柱の小径」の判定で使用する樹種や寸法を 

選択します。 

 ▼ 

⑥「屋根、床の仕様」の選択 

・「床倍率」の判定で使用する屋根や床の 

 仕様を選択します。 

▼ 

耐力壁 自動配置オプション 

必要に応じて下記オプションを設定します。 

・入力済みの耐力壁 

  「リセットする」、または「リセットしない」 

  を選択します。 

・浴室内部への面材追加 

   「追加する」、または「追加しない」 

を選択します。 

 ▼ 

自動設計 START 

・①～⑥の設定条件により自動配置を行い 

ます。 

 ・画面上に耐力壁が一つずつ配置されます。 

 

 

 

 

 

 

 

次ページに続く 

※本機能は、3 階建では利用できません 

▼自動配置実行 
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■「結果」画面表示 
・自動配置前後の建築基準法、等級を確認する

ことができます。 

※配置結果を CAD 画面に適用することが 

できます。 

・壁の配置（四分割法・偏心率）、壁量計算（耐

震等級・耐風等級）、床倍率（耐震等級・耐風

等級）が各階の方向ごとに表示されます。 

・配置部材の上をクリックすると、配置された

箇所が CAD 画面上で強調表示（緑色）され

ます。 

■結果 
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２－７ 壁材種 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

壁の下地材を設定します。 

耐力壁と準耐力壁で入力方法が異なります。 
 

■手順 
①部屋毎の壁下地材（準耐力壁）を 

「部屋単位」で入力します。 

②一部、仕様の違う壁（準耐力壁）があれば 

「部分入力」で入力します。 

③耐力壁仕様の壁を「部分入力」で入力します。 

 

 
▼入力方法 

 ■部屋単位：部屋全面の壁下地材を一括設定 

       します。 

 ■部分入力：１、２点目で幅を、３点目で 

       取り付く面を指定します。 

 ※「部屋単位」と「部分入力」では、「部分入力」 

  が優先されます。 

 ※赤い矢印の面に壁材が設定されます。 

 

▼材種選択 

「耐力壁」 ：基準法における耐力壁仕様の壁 

        ※横架材間に貼られている等 

「準耐力壁」：耐力壁仕様に満たない施工、 

または材種 

※床から天井まで施工の壁等 

 

※「ファイル(F)」メニューの「壁材種設定」に 

より、任意の壁材種を設定することが出来ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

耐力壁 準耐力壁 

天井 

床 

部屋単位入力 

部分入力 
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２－８ 筋かい 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２－９ 柱 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

■入力方法 

 ・３点入力です。 

 ・「シングル」筋かいの入力 

  １点目＝柱脚、2 点目＝柱頭 

 ・「ダブル（たすきがけ）」筋かいの入力 

  ※入力順序と柱頭柱脚は関係ありません。 

 ・３点目で筋かい記号の表示位置を設定 

 

①点目 

柱脚 
②点目 

柱頭 

シングル筋かい 

①点目 ②点目 

ダブル筋かい 

■入力方法 
 ・柱の位置を１点入力します。 

 ・入力した柱を再度クリックすることで 

削除できます。 

 

▼柱自動配置 

 ・「自動」ボタンは、部屋区画の頂点、開口部 

  の両端、耐力壁の両端に柱を自動配置します。 

 ・柱の自動配置対象は、全ての階、表示階のみ 

いずれかが選択できます。 

 

▼通し柱 

 ・クリックした柱を通し柱とすることが 

できます。 

 ・再度クリックすると通し柱設定は 

解除されます。 

 

※通し柱を設定するには、１階２階の 

同位置に予め柱が入力されている 

必要があります。 

▼柱自動配置 
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２－１０ 屋根（手入力・編集） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■屋根自動生成 
建物概要の屋根関連設定の設定値に応じて、 

屋根を自動生成します。 

※屋根の手入力が行われていない場合、 

 屋根は自動生成されます。 
 

■面入力 
▼下書き BOX、下書き線分 

  屋根下書き線を描きます。 

▼削除、範囲削除 

  屋根下書き線を削除します。 

▼屋根面確定 

  屋根下書き線で描かれた面を屋根と 

して確定させます。 
 

■登り方向 
  屋根に登り方向を設定します。 
 

■勾配 
 ▼勾配寸法 

   屋根勾配を設定します。 

 ▼勾配単面 

   指定した屋根面に勾配を設定します。 

 ▼勾配全面 

   作業中の階にあるすべての屋根面の勾配 

を設定します。 
 

■高さ変更 
  増減高を指定して屋根の高さを変更します。 
 

■軒出 
 ▼増減幅 

   軒先から伸ばす軒出長さを設定します。 

 ▼軒出調整 

   屋根の軒出の長さの増減を行います。 
 

■軒天 
  軒天の形状を設定します。 
 

■パラペット 

上端高さ（立ち上がり高さ）を指定して屋

根上にパラペットを入力します。 
 

■削除 
 ▼屋根 単面削除 

   指定した屋根面を削除します。 

 ▼屋根 全面削除 

   作業階の全ての屋根面を削除します。 

 ▼単面削除後、下書きに戻す 

   チェックしてから単面削除すると、 

   指定した屋根面が下書き線に戻ります。 

 

■操作方法のより詳細な解説については、 

⇒操作マニュアル（基本編）をご参照下さい。 

■屋根入力の実例については、 

 ⇒操作マニュアル（屋根入力）をご参照下さい。 
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２－１１ バルコニー、小屋裏収納 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２－１２ 面積編集 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■入力方法 
 ・マウスで多角形入力します。 

 ・一点目に戻ると入力が終了します。 

 

▼バルコニー 

 ・住宅性能表示用の床面積（１階）に加算 

します。 

 

▼小屋裏収納 

 ・住宅性能表示用床面積、建築基準法用床面

積に加算します。 

■ポイント 
 ●建築基準法用の床面積と、住宅性能表示用の 

床面積では範囲が異なります。 

▼住宅性能表示用床面積 

   ・オーバーハング、吹抜、ポーチの面積も 

加算されます。 

   ・バルコニー、小屋裏収納も考慮します。 

 

▼建築基準法用床面積 

   ・オーバーハング、吹抜、ポーチの面積は 

    含まれません。 

   ・バルコニーは含まれません。 

   ・小屋裏収納は含みます。 

 

 ●面積編集を行った場合、下記の帳票は出力でき 

ませんのでご注意ください。 
▼床面積を編集した場合、出力できません。 

   ・床面積根拠図 

   ・床面積計算表 

▼見付面積を編集した場合、出力できません。 

   ・見付面積根拠図 

   ・見付面積計算表 



 

           ２．CAD 入力 

 18 

２－１３ 寸法線 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２－１４ 平面図印刷 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■使用方法 
 ・CAD 画面のプリンタボタンをクリック 

します。 

・CAD 画面の平面図を印刷できます。 

（「ファイル(F)」メニューの「印刷」から 

印刷することも可能です。） 

 

■ポイント 
 ・表示項目は、「表示設定」ボタンのメニュー 

  内で自由に切り替え可能です。 

 ・表示設定した内容が印刷に反映されます。 

■ポイント 
・CAD 画面に表示される寸法線の編集を行うことが 

できます。 

・最大で６段まで表示することができます。 

 

■寸法線の編集方法（マウス入力する場合） 
 ▼分割点の追加 

  分割点を追加する寸法線をクリックします。 

   ※分割点ごとに寸法を表示します。 

 

 ▼幅変更 

  １）寸法線上の端点または分割点をクリックします。 

  ２）寸法線上の任意の位置でクリックします。 

 

 ▼分割点削除 

  追加した分割点を削除します。 

 

 ▼リセット 

  寸法線を初期状態に戻します。 

  寸法線ごとにリセットすることができます。 

 

※数値入力については操作マニュアル（基本編） 

を参照してください。 

平面図（柱壁伏図） 

平面図（間取り図・屋根伏図） 
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３．建築基準法 
 

３－１ [2025 年基準]壁量計算 
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

令 46 条「構造耐力上必要な軸組み等」の 

第 4 項および昭５６年建告第１１００号第三改

正（令 6 年国交省告示第 447 号第１条）に基づ

く壁量計算を行います。 

※3 階建では、許容応力度オプションをご利用ください。 

■必要壁量・柱の小径算定 
 ・壁量計算における「階の床面積に乗ずる係数」 

の算出に必要な条件を設定します。 

■準耐力壁 全体設定 
・入力されている全ての準耐力、垂壁・腰壁に 

対して、壁倍率を考慮する/しないを設定 

できます。 

■準耐力壁 個別設定 
・壁ごとに、準耐力壁、垂壁・腰壁の壁倍率を 

考慮する/しないを設定できます。 

■壁高・横架材間高変更 
・準耐力壁の壁倍率算出に使用する高さの確認、 

設定を行うことができます。 

■判定 
 ・「壁量計算の判定根拠」および「耐力壁の存在 

壁量に対する割合」を表示します。 

 

▼「コメント」 
 ・判定結果にコメントをつけることができます。 

  任意に文字を入力することができます。 

 ※「ユーザーコメント」は、「壁量計算表」に 

印刷されます。 

■印刷 
 ・全ての帳票を「プレビュー」、「印刷」 

または「PDF 出力」することができます。 

■構造 3D ビューア 
 ・壁量計算の判定結果を構造 3D ビューアで確認 

することができます。 

 

■必要壁量・柱の小径設定  

■判定 

■構造 3D ビューア 
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３－２ [2000 年基準]壁量計算 
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

令 46 条「構造耐力上必要な軸組み等」の第 4 項

に基づく壁量計算を行います。 

 

※3 階建では、許容応力度オプションをご利用ください。 

■判定 
 ・壁量計算の判定根拠が表示されます。 

 ・耐力壁の倍率のみ考慮します。 

 

▼「ユーザーコメント」 
 ・診断結果にコメントをつけることができます。 

  任意に文字を入力することができます。 

 ※「ユーザーコメント」は、「壁量計算表」に 

印刷されます。 

 

■印刷 
 ・全ての帳票を「プレビュー」、「印刷」 

または「PDF 出力」することができます。 

▼「帳票に網掛けを行わない」 

  帳票の網掛け部分を網掛けせずに 

  出力します。 

▼「プリンタ選択」 
 ・プリンタの設定（カラー／モノクロの設定等） 

を変更します。 

▼「印刷日」 
 ・計算書に出力される日付を設定します。 

 

■構造 3D ビューア 
・壁量計算の判定結果を構造 3D ビューアで確認 

することができます。 

 

■判定 

■印刷 

■構造 3D ビューア 
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３－３ 壁の配置（四分割法/偏心率） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■判定 
・偏心率および四分割法、それぞれの判定結果 

を確認できます。 

■構造 3D ビューア 
 ・壁の配置の判定結果を構造 3D ビューアで 

確認することができます。 

 
 

■偏心率 

四分割用および偏心率により、壁の配置バランスの判定を行います。 

2025 年基準と 2000年基準では、以下の違いがあります。 

 

▼2025 年基準 

・昭５６年建告第１１００号第四 改正（令 6 年国交省告示第 447 号第１条）に基づき判定。 

・必要壁量に対する耐力壁の存在壁量の割合(1/2 未満の場合)により、四分割法の判定で準耐力壁の 

壁倍率を算入。 

▼2000 年基準 

・令 46 条、平 12 建告第 1352 号「木造建築物の軸組の設置の基準を定める件」に基づき判定。 

・準耐力壁の壁倍率は算入しない。 

 

■四分割法 

※3 階建では、許容応力度オプションをご利用ください。 

■構造 3D ビューア 
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３－４ 接合部（Ｎ値計算） 
※このページは在来工法の接合部についての解説です。 

金物工法の接合部については「操作マニュアル（基本編）」をご参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次ページへ続く 

■金物表示 
 ・CAD 画面上と計算書内の金物表記方法を 

  切り替えます。 

   「記号」：(い)(ろ)(は)の記号で表記 

   「略称」：CP-L、HD-B15 等 

 

■算定条件設定 
 設定内容については、[?]ボタンのヘルプ、 

 または「②操作マニュアル（基本編）」を 

ご参照下さい。 

 

■使用金物設定 
 ・Ｎ値に応じた使用金物が任意設定可能です。 

 ・「金物登録」によりそれぞれの金物記号に対し

て使用する金物を登録します。 

  登録した金物を「使用金物設定」画面で選択し

ます。 

・「使用する」のチェックをＯＦＦにすると 

該当金物は使用されず、次にＮ値の大きい金物

を割り当てます。 

・設定した内容を既定値とする場合は、 

「現在の設定を既定値とする」にチェックを 

付けます。 

■使用金物設定 

■算定条件設定 

※3 階建では、許容応力度オプションをご利用ください。 

N 値計算により、柱頭柱脚接合部の金物算定を行います。 

2025 年基準と 2000年基準では、以下の違いがあります。 

▼2025 年基準 

・令 47 条、平１２年建告第１４６０号第２号 改正（令 6年国土交通省告示第 447号第４条） 

に基づき算定。 

・必要壁量に対する耐力壁の存在壁量の割合(1/2 未満の場合)により、準耐力壁の壁倍率を算入。 

 また、準耐力壁の壁倍率が 1.5 倍超になる場合も算入。 

▼2000 年基準 

・令 4７条、建告第 1４６０号第２号に基づき算定。 

・準耐力壁の壁倍率は算入しない。 
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■金物部分変更 

■金物部分変更 
・柱ごとに柱頭、柱脚接合部仕様を変更することが

できます。 

・変更を行った金物は略称表示の場合、CAD 画面

上では赤文字で表示され、判定画面や計算書では

略称の前に「*」付きで表示されます。 

 

■柱出隅設定 
 ・出隅柱とする柱をクリックします。 

 ※出隅柱は、通常は建物の形状に応じて 

自動的に設定されます。 

    自動設定の結果が実情に合わない場合は 

必要に応じて本機能で設定してください。 

 

■通し柱属性 
 ・通し柱の場合は、１階柱頭と２階柱脚の 

  金物は「金物無し」となります。 

 ・通し柱は CAD 入力で設定します。 

 

■判定 
・「２階柱」「１階柱」の２つに分類して計算 

結果を表示します。 

 

■構造 3D ビューア 
 ・N 値計算の算定結果を構造 3D ビューアで 

確認することができます。 

 

 

 

 

 

 

■判定 

■構造 3D ビューア 
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３－５ [2025 年基準]柱の小径 
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

建築基準法施行令第４３条、平１２年建告第

１３４９号第一 改正(令6年国交省告示第447

号第３条)に対応した柱の小径のチェックを行い

ます。 

※3 階建では、許容応力度オプションをご利用ください。 

■必要壁量・柱の小径設定 
 ・「柱の小径」の算出に必要な条件を設定します。 

■検討方法 
・検討方法を以下の①～③から選択します。 

 ①座屈の検定式（樹種：すぎ固定） 

 ②座屈の検定式（樹種：任意選択） 

 ③柱の負担面積 

■柱全体設定(樹種、寸法) 
・柱の断面寸法、樹種を一括設定します。 

■柱個別設定(樹種、寸法、座屈長さ) 
・柱１本ごとに断面寸法、樹種、座屈長さを 

設定します。 

■判定 
 ・柱の小径の判定結果を表示します。 

■構造 3D ビューア 
 ・検討方法が「③柱の負担面積」の場合、 

  判定結果を構造 3D ビューアで確認することが 

できます。 

 

■必要壁量・柱の小径設定  

■判定 

■構造 3D ビューア ■柱の負担面積 
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３－６ [2000 年基準]柱の小径 
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

令第 43 条「柱の小径」に対応したチェックを行

います。 

※3 階建では、許容応力度オプションをご利用ください。 

■柱の小径・有効細長比判定 
 ・柱の小径、および建築物の重さを選択し、 

  「判定」ボタンで結果を表示します。 

 

 

■柱の小径・有効細長比判

定 
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３－７ 確認申請 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

▼床面積・見付面積計算表 ▼壁量計算表兼耐力壁図 

▼２階小屋伏図、２階床伏図 ▼基礎詳細図 

■確認申請 

建築基準法の確認申請に必要な下記の帳票をまとめて出力します。 

  ・壁量計算  ・壁の配置計算（四分割法、偏心率） ・階の床面積に乗ずる数値(2025 年基準のみ) 

・柱頭柱脚金物算定（N 値計算） 

■図書保存 

2020 年３月施行の改正建築士法にて義務付けられた設計図書の保存に基づき、保存対象と定められている設計図書の 

うち、下記の帳票をまとめて出力します。 

・各階床伏図 ・小屋伏図  ・基礎伏図  ・基礎詳細図 
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４．住宅性能表示制度 
 

４－１ [2025 年基準]壁量計算（住宅性能表示） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平 13 年国交省告示第 1347 号第５ 1-1(3)ホ

① 改正(令 6 年国交省告示第 1000 号）に 

基づく壁量計算を行います。 

※3 階建では、許容応力度オプションをご利用ください。 

■必要壁量・柱の小径設定 
 ・壁量計算における「階の床面積に乗ずる係数」 

の算出に必要な条件を設定します。 

■準耐力壁 全体設定 
・入力されている全ての準耐力、垂壁・腰壁に 

対して、壁倍率を考慮する/しないを設定 

できます。 

■準耐力壁 個別設定 
・壁ごとに、準耐力壁、垂壁・腰壁の壁倍率を 

考慮する/しないを設定できます。 

■壁高・横架材間高変更 
・準耐力壁の壁倍率算出に使用する高さの確認、 

設定を行うことができます。 

■判定 
 ・「壁量計算の判定根拠」および「耐力壁の存在 

壁量に対する割合」を表示します。 

 

▼「コメント」 
 ・判定結果にコメントをつけることができます。 

  任意に文字を入力することができます。 

 ※「ユーザーコメント」は、「壁量計算表」に 

印刷されます。 

■印刷 
 ・全ての帳票を「プレビュー」、「印刷」 

または「PDF 出力」することができます。 

■構造 3D ビューア 
 ・壁量計算の判定結果を構造 3D ビューアで確認 

することができます。 

 

■必要壁量・柱の小径設定  

■判定 

■構造 3D ビューア 
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４－２ [2000 年基準]壁量計算（住宅性能表示） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■準耐力壁全体設定 
・準耐力、垂壁・腰壁を考慮するかどうかの 

設定を行います。 

 

■判定 
 ・壁量計算結果をグラフなどで表示します。 

 

■印刷 
 ・壁量計算書を印刷します。 

 

■地震被害想定 
CAD 入力した建物を 3D 表示します。 
 

▼通常時、被害想定 
 ・性能表示が想定する地震（極めて稀に起きる 

大地震）が発生した際に想定される被害状況を 

  ３D イメージで表します。 
 

▼振動アニメーション 
 ・地震時の様子をアニメーションでリアルに 

表現します。 

 ・方向別に振動を与えられるので、どちらの 

方向の揺れに対して弱いのかが分かります。 
 

▼比較表示 
 ・2つのプランを同時に表示します。 

 ・各プランの耐震性を比較しながら、被害想定や 

  振動アニメーションを確認することが可能 

です。 

 ・比較するプランを切り替えることができます。 
 

▼表示設定 
 ・壁やバルコニー等表示させたい部位を選択 

することができます。 
 

▼印刷 
 ・「通常時」と「被害想定」の画像を印刷する 

ことができます。 

・比較表示の印刷も可能です。 
 

▼その他 
 ・画面上をマウスでクリックしながら、建物を 

回転、移動させることができます。 

■地震被害想定 

▼比較表示 

住宅性能表示制度の「構造の安定」に関する壁量

計算を行います。 

 ※2000 年基準の建築基準法における 

壁量計算とは異なり、準耐力壁の壁倍率も 

考慮します。 

 

※3 階建では、許容応力度オプションをご利用ください。 
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４－３ 壁の配置（四分割法/偏心率） 
  ■「３－３ 壁の配置（四分割法/偏心率）」を参照してください。 

 

４－４ 床倍率 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■表示階、方向 

 ・床倍率の場合、各階、各方向毎に区画を検討 

  します。 

  確認したい階、方向をクリックします。 

■算定条件設定 

■火打入力 

■算定条件設定 
 ▼壁の仕様 

  ・耐力壁線間距離のチェック幅が変化します。 

 

 ▼火打の床倍率算定方法 

  ・火打の負担面積のとり方を選択します。 

 

 ▼耐力壁線合算処理 

  ・合算方法を選択します。 

■火打入力 
・３点入力です。 

 ①点目：火打を取り付ける隅の点 

 ②点目：火打が取り付く点 

  ※３点目のガイドが表示されます。 

 ③点目：火打が取り付く向き 

次ページに続く 

住宅性能表示制度の「構造の安定」に関する床倍

率の計算を行います。 

※3 階建では、許容応力度オプションをご利用ください。 

※3 階建では、許容応力度オプションをご利用ください。 

① ② 

③ 
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■床倍率設定 
 ・各部位ごとの床倍率を設定します。 

  （屋根／床面／火打構面） 

 ・下の「特殊区画入力」で用いる「特殊区画」 

の床倍率もここで設定します。 

 ・「この条件を初期値として保存する」にチェ 

  ックして「OK」をクリックすると、新規 

作成データの初期値となります。 

 ・「床仕様編集」ボタンをクリックすると「床面」

「屋根面」「桁梁構面」ごとに仕様を追加す

ることができます。 

 ・「各構面の解説」ボタンをクリックすると画像

による解説画面が表示されます。 

■床倍率設定 

■特殊床区画入力 

■判定 

■判定 
 ・床倍率計算の判定結果を確認することが 

できます。 
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４－５ 接合部（N 値計算/筋かい接合部/通し柱/外周横架材接合部） 
  

 

※このページは在来工法の接合部についての解説です。 

金物工法の接合部については「操作マニュアル（基本編）」をご参照ください。 

 

 ■N 値計算については「３－４ 接合部（N 値計算）」を参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次ページへ続く 

※3 階建では、許容応力度オプションをご利用ください。 

■筋かい接合部 

■筋かい接合部全体設定 

・建物に使用されている各筋かいに対する 

接合部仕様を設定します。 

・一覧に無い接合部の仕様を設定したい 

場合は、「ファイル」メニューの「筋かい 

接合部」で登録します。 

 

■筋かい接合部個別設定 

 ・各筋かいに対して、個別に接合部の仕様を 

設定します。 
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■外周横架材接合部 

▼仕口 

■通し柱接合部/外周横架材接合部 

住宅性能表示制度において、等級を２以上と 

する場合に、「通し柱の接合部」および「外周 

横架材の接合部」のチェックを行います。 
  ※耐積雪等級のみ２とする場合と、全ての 

等級を１とする場合には必要ありません。 

 

■外周横架材接合部の入力 

▼継手の入力 

  ・外周横架材に継手を設定します。 

  ・２点入力です。 

    ①外周線の指定 

     ※選択されている外周線は赤く表示 

      されます。 

    ②継手位置の指定 

 

▼仕口の入力 
  ・外周横架材に仕口を設定します。 

  ・２点入力です。 

    ①位置を指定します。 

    ②方向を指定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■接合部チェック 判定 ■接合部チェック 判定 

  住宅性能表示モードでは、通し柱及び外周横 

架材の接合部の判定結果が表示されます。 

 

▼継手 
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４－６ 横架材、基礎のチェック （※オプション機能/別売） 
 

 

操作方法の詳細は「操作マニュアル（伏図・梁せい算定）」を参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

  

令３８条、平 12 建告第 1347 号、及び令 82

条の許容応力度計算による基礎のチェックを

行います。 

 

 

 
 

※3 階建では、伏図・梁せい算定オプション＋許容応力度オプションをご利用ください。 ※伏図・梁せい算定オプションをご利用ください。 

令 82 条および平 12 建告第 1459 号に 

基づき、許容応力度計算による横架材の 

チェックを行います。 

■横架材のチェック 

■基礎のチェック 

▼構造 3D ビューア 

▼構造 3D ビューア 
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４－７ 耐震等級チェック 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

■条件設定 

耐震等級・耐風等級計算書に基礎や伏図・梁せ

い算定の判定項目を含めるかどうか、および耐

震等級チェックの特定の項目についてチェッ

クを行うかどうかを選択します。 

 

■耐震等級チェック 
・満たしている耐震等級および入力に内容の 

チェック結果を表示します。 

・「NG」となっている行をクリックするとモード

が切り替わり、該当する箇所が CAD 図面上で

強調表示されます。 

・新たに入力や設定を行った場合、再チェックボ

タンを押すとチェック結果を更新します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■印刷 

※本機能は、3 階建では利用できません 

■解説 
 ・長期優良住宅の認定基準の一つである耐震等級

（2000 年基準では等級３、2025年基準では

等級 2）のチェック、および入力内容の問題の

有無をチェックします。 

 ・住宅性能評価機関への技術的審査申請のための

一連の計算書、図面を印刷できます。 

 

■耐震等級チェック 

■印刷 

耐震等級・耐風等級および梁せい、基礎の計算書

を出力します。 

 

▼耐震等級・耐風等級計算書 
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５．便利機能 
 

５－１ 吹出し入力 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５－２ 画像追加入力 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■入力方法 
▼入力 

 ・CAD 画面の「吹出し」ボタンをクリック 

します。 

 ・吹出し線を２点入力すると、文字列入力 

ウィンドウが表示されます。 

 ・任意の文字列を入力し、フォントや線の設定 

を行い、OK をクリックします。 

 

▼編集 

 ・「編集」ボタンが押された状態で、対象の 

吹出しをクリックします。 

 

▼移動方法 

 ・「吹出し」ボタンが押された状態で、対象の 

  吹出しをクリックします。 

 ・BOX 内をクリックすると BOX を移動、 

  吹出し線をクリックすると線の開始位置を 

  移動することができます。 

追加したい場所

をクリック。 

■入力方法 
▼画像の追加方法 

 ・CAD 画面の「画像」ボタンをクリック 

します。 

 ・画像を追加したい場所をクリックします。 

  ⇒「画像の選択」画面が表示されます。 

 ・追加したい画像ファイルを選択して、 

「開く」ボタンをクリックします。 

 ・追加した画像の設定をします。 

  （枠線／回転／重なり） 

 

▼画像の移動、サイズ変更 

 ・「画像」ボタンをクリックします。 

 ・移動：画像の中心をクリックします。 

 ・サイズ変更：画像右下のポインタを 

クリックします。 

 

▼編集 
・「編集」ボタンをクリックし、対象の画像を 

 クリックします。 

  ⇒「画像編集」ウィンドウが表示されます。 

追加したい場所を

クリック。 
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５－３ ３D 確認 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５－４ プラン選択 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５－５ 文字移動 
 

 

 

 

  

■使い方 
 ・各画面で、移動したい文字の上を右クリック 

します。 

  ⇒文字が赤枠で表示されマウスに吸付き 

ます。 

 ・移動先で左クリックすると確定されます。 

 

 ※移動した状態を全てリセットするには、 

  「編集(E)」メニューの「文字位置リセット」 

を選択します。 

■解説 
一つの建物データにつき、最大５つのプラン 

を作成することができます。 

住宅性能表示の等級毎のプラン作成、または 

仕様を変えたプランを作成したりする際に 

役立ちます。また、各プランの等級を一覧で 

確認することが可能です。 

 

■使い方 
 ・プラン選択画面の「プラン」欄をクリック 

します。 

 ・「コメント」欄にそのプランについてのメモ 

  を入力できます。 

■解説 
CAD 入力した建物が３D で表示されます。 

入力した建物の形状を、リアルタイムで確認 

することができます。 

 

■使い方 
・CAD 画面の[３D 確認]をクリックします。 

 ・[回転]：マウスドラッグで３D 表示の建物を   

回転させることができます。 

・[移動]：マウスドラッグで３D表示の建物を 

平行移動させることができます。 

・[表示]：表示部位の変更ができます。 

 ・[印刷]：３D表示された建物を印刷すること 

ができます。 

移動したい文字 

を右クリック 
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５－６ 壁材種設定 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５－７ DXF 下絵表示、平面図・立面図ＤＸＦ出力 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■DXF ファイル下絵表示 
▼DXF ファイル読込 

 ①「編集(E)」メニューの「DXF 下絵表示」を 

選択します。 

 ②「表示 ON」をクリックします。 

 ③「DXF ファイル読込」ボタンをクリックし、 

  DXF ファイルを選択します。 

 ④DXF ファイルの向きを調整し、読み込む 

レイヤ、読み込み先の階を選択します。 

 ⑤「読み込み対象階」を選択します。「１、２階 

  共通」を選択すると、１階と２階に同じ平面 

  図を読み込むことができます。 

 

▼下絵位置合わせ 

 ・１点目：DXF 図面上の位置を合わせたい点 

 ・2 点目：CAD 画面上の位置を合わせたい点 

①

② ③④
⑤

■設定方法 

・「ファイル(F)」メニューの「壁材種設定」を 

  選択します。 

 ・部材の種類に応じて、筋かい、面材の位置に 

  設定を行います。 

 ・「使用する」にチェックをしたもののみ、 

壁材種の一覧に表示されます。 

 ・制震装置の場合は「制震装置」にチェックを 

  付けます。 

 ・設定した内容を既定値とする場合は、 

「現在の設定を既定値とする」にチェックを 

付けます。 

  ※既存のデータには適用されません。 

 

■平面図・立面図 DXF 出力 
 ・入力した建物の平面図・立面図を DXF ファイ

ルに保存することができます。 

 ・保存した DXF ファイルは、他の CAD ソフト 

で読み込んで使用することができます。 

 ・「ファイル(F)」メニューの「平面図 DXF 出

力」、｢立面図 DXF 出力｣を選び、保存先を指

定します。 

 ・DXF ファイルには壁／開口部／耐力壁／ 

筋かい記号／部屋名称／通り芯が出力され 

ます。 
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５－８ CEDXM ファイル読込、CEDXM ファイル出力 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５－９ マイホームデザイナーデータ読込、マイホームデザイナーデータ出力 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５－１０ リアルタイム壁量判定 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■解説 
CAD 入力に応じて「建築基準法」及び 

「住宅性能表示」の壁量をリアルタイムに判定

します。 

 

■使い方 
 ・【基準法】または【性能表示】（ただし、１～2階

建のみ）を切り替えることが可能です。 

■CEDXM ファイル読込 
 ・他の CAD ソフトで作成した CEDXM ファイ

ルを読み込んで使用することができます。 

 ・「ファイル(F)」メニューの「CEDXM 読み込

み」を選び、読み込みたい CEDXM ファイル

を指定します。 

■CEDXM ファイル出力 
 ・入力した建物のデータを CEDXM ファイルに 

保存することができます。 

 ・保存した CEDXM ファイルは、他の CAD ソ

フトで読み込んで使用することができます。 

 ・「ファイル(F)」メニューの「CEDXM 出力」 

  を選び、保存先を指定します。 

■マイホームデザイナーデータ読込 
 ・メガソフト株式会社製の 3D 住宅デザインソフ

ト「3D マイホームデザイナーPRO7、8、９」

で保存されたデータの間取り情報を構造 EX に

読み込むことができます。 

 ・「ファイル(F)」メニューの「ﾏｲﾎｰﾑﾃﾞｻﾞｲﾅｰﾃﾞｰ

ﾀ読込」を選び、読み込みたいデータファイル

（M3D ファイル）を指定します。 

■マイホームデザイナーデータ出力 
 ・構造 EX で入力したデータを「3D マイホームデ

ザイナーPRO7、8、９」に間取り情報として渡

すことができます。 

 ・「ファイル(F)」メニューの「ﾏｲﾎｰﾑﾃﾞｻﾞｲﾅｰﾃﾞｰ

ﾀ出力」を選び、保存先を指定します。 

※本機能を使用するためには「3DマイホームデザイナーＰＲＯ7」の ver.7.0.11 以降が必要です。 
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５－１１ 構造安全性チェック 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■解説 
・CAD 入力に応じて、壁量計算、壁の配置 

バランス、柱・壁の直下率などの構造安全性 

のチェックをリアルタイムで行います。 

 ・チェック項目の詳細については「よくわかる 

構造安全性チェック」および「よくわかる 

仕様規定」を参照ください。 

 

■使い方 
▼「構造安全性チェック」 

各項目をクリックすると、設定した条件を 

満たしていない箇所が強調表示されます。 
 ▼「よくわかる構造安全性チェック」・ 

  「よくわかる仕様規定」 

          ボタンで、表示される 

項目を切り替えることができます。 

■初期値設定 
構造安全性チェックが行われる項目の初期値を 

設定します。 

ここで設定した初期値と CAD 入力の計算結果が 

比較されます。 

 

※本機能は、3 階建では利用できません 
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５－１２ ヘルプ表示 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５－１３ 構造３D ビューア 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■解説 
CAD 入力や構造安全性チェックについての 

ヘルプを表示します。 

 

■使い方 
 ・各機能の[？]ボタンをクリックします。 

 ・       ボタンで、表示される 

ヘルプ表示を切り替えることができます。 

画像をクリックして 

ヘルプ表示を切り替える 

ことができます。 

■解説 
・計算結果や検定結果を 3D モデル上に表示し、直観的に理解できる

ようになっています。 

・建物のどこに力が大きく加わっているか、弱点がどこなのか、どの程

度余裕があるのか等の様々な検討が行えます。 

・詳細は「構造 3D ビューアガイド」を参照してください。 

[性能表示 壁量計算] [梁上耐力壁] [水平構面の検定] 
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５－１４ サポートへメール送信 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５－１５ 長期優良住宅用 設計内容説明書 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■使い方 
・「サポート(S)」メニューの「サポートセンターへ 

問合せ：フォーム」を選びます。 

 

▼製品情報 

 ・「製品名」「バージョン」「シリアル No」は自動で 

入力されます。 

 

▼ユーザー情報(必須) 

 ・「法人名・屋号」「ご担当者名」「電話番号」「E-Mail」 

を入力してください。 

 

▼添付ファイル 

 ・ホームズ君製品の物件データ等を添付可能です。 

■解説 
ホームズ君「構造ＥＸ」にて等級判定を行った内容

を、「設計内容説明書」に出力します。 

Microsoft Excel 形式のファイルにて出力されま

すので加筆・修正が可能です。 

※本機能をお使いいただくには、Microsoft 

Excel2000以降が必要です。 

※本機能は、3 階建では利用できません 
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・データチェックサービス 

・ホームズ君シリーズ割引購入 

・ＦＡＱ 

 

製品のアップデート情報や製品の良くある質

問(FAQ)などを公開しています。 

 

www.homeskun-f.com 

 

https://www.homeskun-f.com/support/
https://faq.homeskun.jp/
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